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洗層追肥の　効果　と　そ　の　問題点

相　馬　幸　穂・小　野　徳　治

（青　森　県　盈　試）

ビニール畑苗の特長は早柏ができて，初期発育が顕著

であるので，低温地帯では出穂が早まり，増収効果も大

きい．ところが温暖平坦地帯では初期の過繁茂，後期に

おいて肥料切れの現象を呈し，有効茎歩合が低くなり増

収効果があがり難い（第1表）．ビニール畑苗は有効茎

歩合や稔実力が低いので，これらを向上すべくいろいろ

の面から研究を試みた．

第1表．育苗別有効茎歩合と玄米収丑（黒石本場）

年

畑昭和33年ビニール畑酉の早権栽培に対し，深層追肥を

行ったところ，生育調整に大きな役割りを演ずるばかり

でなく，短梓長穂の生育相を示すことがわかった．翌34

年から試験規模を広げて継続試験を行った結果，深層追

肥稲は普通栽培に比し著しい特色を示すことが認められ

たので，研究の結果と問題点を述べる．

1．試　験　方　法

育苗法：ビニール畑苗代

播種期：4月8日

田植期：5月19日（昭34），5月18日（昭35）

栽植密度：30e椛×15C爪　班222株，2本植

品種名＝藤坂5号（昭34），トワダ（昭35）

施肥畳：10アール当り　N．P．K共10毎

基肥は石灰窒素・過燐酸・塩化加里を全層施

肥．

追肥（深層12C耶）固形肥料を挿入．

追肥期：6月30日（11～12葉期）

1区両横：1区40，乃2

連　　数：昭34（3遵），昭35（4連）

試験区別：

1．全層施肥

2．基肥兢　深層追肥弘

3．　〝　％　　　　〝　兢

4．　〝　0　　　　〝　％

2．試　験　績　果

1．深層追肥栽培稲の特長

（1）草丈及び基数の推移

草丈は追肥（6月30日）までの基肥量の多少と併行的

に伸長を示し．追肥してからは深層追肥区の葉身が急激

に伸びるので基肥区に接近してくる．

茎

茎数も基肥量の多少と併行しており，追肥（6月30日）　分けつを増加し・幼穂形成期以後でも有効分けつの発現

時には，基肥区が最多を示しているが，追肥区は徐々に　がみられる・
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（2）出穂期，成熟期の程長・組長・砧数

第3表に示す如く出穂期は殆んど変らないが，成熟劇l

は追肥量が多くなると遅れる傾向がある．これは2次枝

梗粒の豊熟が長びくからである．

梓長は追肥一道が多くなるに伴い短く，穂長は反対に長

くなる．総数は全豪追肥区の外は殆んど差を示していな

い．

有効茎歩合は追肥した場合は高く，基肥を減ずる鋸歩

留りが高くなる．

第3表．深層追肥稲の出穂成熟期並に刈りとり峠の生育
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（3）薬身長及び節間艮

第4表に示す如く基肥区の上位柔の葉身長は3英一2

菓一4薬¶止薬の順に長い．

深層追肥区では，2薬－3葉一止柴－4粟の順とな

る．菜はソバ立ち広く厚く，濃緑色を望している．

第4衣．洗屑追肥稲の上位菓身長
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深層追肥栽培稲の節間長は，穂首から，第1・2節間

は長いが逆に下部の第3′り5節間は短いので倒伏し難

い．

（4）深層追肥稲の茎葉N含有について

第5表に示す如く，追肥（6月30日）前の茎葉のN含

有率は基肥血の多い糧高いことは当然である．しかし7

月20日前後から追肥区が基肥区を凌駕し，特に穂のN含

有率の高いことが注臼される．

第5表．深層追肥稲の茎葉N含有率（乾物中％）
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（5）稔尖状況

第6表に稔尖状況を示した．追肥区は穂長が増大し，

1秘の着粒数も多いが，枕や不稔が多い．

枝紋別にみると，2次枝棟数の多いことが特長であ

る（第6表）．

（6）玄米の粧厚及び千粒重

洗層追肥区は，大粒を占める測合いが大きく，千粒壷

も重い（第7表）．

（7）探層追肥稲の収穫物

総重量：基肥を極端に減じた場合を除いては，それ程

変りがない．

ワラ重：基肥＿危の多い私！ワラ重は多く，精粗歩合は低

くなる．

第6三盆．深層追肥稲の稔矢（昭35）
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玄米垂：深層追肥区は，基肥区に対し4～6％の増収

を示している．

籾摺歩合‥深層追肥区は，叛摺歩合も高い．
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枇・屑米：捌層追肥区の批重は若干多いが，屑米重は

きわめて少い（第8表）．
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第7表．探屑追肥稲の玄米
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3．結論と問題点

適確な沫屑追肥栽培は，分けつをおさえて有効茎歩合

を高め，大きな穂をつけて着粒数を増やし，米粒を大き

くすることが出来る．換言すれば栄養生長を調整し生租

生長を助長補強する新技術であり，稲作の多収栽培上重

視されるべき施肥技術と考える．

第8患．深層追肥稲の収穫物調査（昭34・35平均）
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この深層追肥技術は生育を調整し，短程穂並タイプの

稲をつくる独創的な技術であるといえる．しかしながら

未解決の問題も決して少くないので，その中掛こ問題と

なると思われるものは次の通りである．

1．品種間差があるかどうか．
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2．土壌別の効果．

3．肥料の種別（固形・粒状・液状）の効果．

4．深耕とのl対連性．

5．組数確保の限非．

6．能率を高める施肥機．

秋田県に於ける重粘地水田の特性と施肥法について

田　口　害久治・佐々木　　　同

（秋　田　県　農　試）

ま　え　が　き

秋田狼横手盆地の中央平坦都には重粘地水川が広く分

布し，粘土分が多く枇造の発達も少ないため透水性が不

良である．そしてこれらの上嶺は塩基吸着が強く低温下

の窒素放出の少ない点が逓められる．水稲の生育折は初

期生育が劣り中期から後期にかけて旺盛となるので，倒

伏あるいは病虫悪の恐れが多く最高収是は余り高くなく

且つ年による変動が大きい．以上の様な水附に対し施肥

位毘及び中干しの影符を知るため昭和35・36年の両年に

亘って現地試験を行った結果を報告する・

1．重粘地水田の特性

先に調査した重粘地水田の特甑こついて述べれば凡そ

次の如くである．

1）土性は各層共殆んどがLiC～HCである．

2）グライ励ま30～50C肋より見られ，作土山下よりは

稀であって透水性は第2層が軸こ大である．また透水性

の帥こグライ憎は低く且つ斑鉄の長も多い．

3）水稲の生育は初期不良で分けつ盛皇帥こかけて茎数

の増加が目立ち有効茎歩合は75％前後で低い．

4）収F領土→魁に籾／粟比が小さく玄米重は平均54〟グ

（α当り）であって低く稔実歩合もまた低い．

1．：玄米重と窒素施用是とのl対係．

第1図で見られる如く窒素0．8たグ内外が山と見られ特

に仙南地区においては窒素の増加に伴う玄米生産の能率

が低い偵向が見られる．

2．臥佗土NH3－Nの発生経過

‾重粘飽水肘の代表地点各2点と多収掛113点を選び風

佗上に湛水し20℃及び30℃に各3週間Incubateしその

NH3－N発生罠をみた結果は第2図である．これによれ

ば多収穫田では初期に208と300との発生量の差は大きく




